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1944 年 12 月 2 日黒滝村中戸生まれ。 家業の山口木工家具建具

店の手伝いで幼少時から木工製作に触れ、 中学卒業後そのまま就

職。 以来 57 年間、 家具 ・ 彫刻などの制作に携わってこられました。

また黒滝村消防団では団長も務められました。 また 「村づくりプロジェクト

チーム」 には初期メンバーとして参加し、 チームはこもれびホールの整備計

画にも貢献されました。 県下全域から作品を集めた 「こもれび美術展」 で

は実行委員長を長年務められ、 村の文化力向上にご尽力されてきました。

◇彫刻に魅せられて◇
●山口木工家具建具店は
山
やま

口
ぐち

勝
まさる

さんの父・長
ちょう

次
じ

さ
んが、大阪や下市での修
行後に結婚を機に独立し
開業しました。父・長次
さんは幼少期の事故で片
目・片耳が不自由だった
為、手に職をつけて生き
る道を模索されたことが
きっかけでした。長男と
して中学卒業後から５７
年間、同店で働いておら
れるのが山口勝さんです。
●生きているかのような
躍動感あふれる作品を
作りたいと、彫刻の話に
なると目を輝かせて語っ
て下さる勝

まさる

さん。数ある
作品の中でも黒滝村民に
とって特に親しみ深いの
は「黒滝ビリケン」では
ないでしょうか。本家の
二代目ビリケンの公認を
得て製作されただけでな
く、光背に用いた桧の神

じん

代
だい

＝埋もれ木は紀元前の
ものと判明し、ニュース
でも多数取り上げられま

した。黒滝ビリケンの新
たな活用方法も模索され
ています。
●山口さんの仕事はとて
も幅広く、最も情熱を注
ぐ仏像彫刻だけでなく、
かわいい小物の作品、水
組技術を活用したタンス
などの製作、アルミサッ
シやガラス、ふすまの張
り替えも行っています。
◇木の大切さを伝える◇
● 2015 年から木や木工
に携わる村民 5名で結成
した「杉の子ウッドクラ
ブ」でも会長を務めてい
ます。村の定番イベント
として定着しつつある「つ
み木積み大会」などの開
催を通して子供達に木の
大切さを伝えています。

山口木工家具建具店
奈良県吉野郡黒滝村中戸 1490 － 2

Tel 0747-62-2010
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１９３７年１１月６日大淀町生まれ。 女がひとりで生きていけるようにという母 ・

マサさんの薦めで中学卒業後すぐに大阪で美容師として働かれました。 ２１歳の

時に美容師として村に来てほしいと今は亡きご主人の暲
あき

近
ちか

さんに請われて黒滝

村に移住し、 そのままご結婚されました。 現在はセミリタイアしながらも、 村外

まで移動できない高齢の方のために、 パーマ屋を続けておられます。 ひまわり会

では前会長を務め、 主催する 「ふれあい会」 では女座長として大活躍されてき

ました。 面倒見が良くて明るい性格の向井さんは、 器用でなんでもこなす村の

頼れるムードメーカーです！！

奈良県指定伝統工芸 「くろたき水
み ず

組
ぐ み

木
も っ

工
こ う

」

●山口木工が誇る技術が 「水
みず

組
ぐみ

」 です。 古くは江戸

時代から大峯山の賽銭箱に用いられた伝統技術で、 釘

を使わず組み上げます。

●腕の立つ大工や指
さし

物
もの

師
し

の間で使われていた高等技

術ですが、「くろたき水組木工」 として山口木工が唯一、

奈良県伝統工芸として認定されています。

継
ぎ
目
が
「
水
」
の
字

に
見
え
る
こ
と
か
ら
、

水み
ず

組ぐ
み

と
呼
ば
れ
ま
す
。

こ
ち
ら
の
箪た

ん

笥す

は
引
出

し
を
水
組
で
製
作
し
て

い
ま
す
。

一人暮らしの
男性の為に

●黒滝村社会協議福祉会か
らの要望を受けて誕生し
た「ひまわり会」。平均年
齢約 80 歳になった今も月
に一度の活動を欠かしませ
ん。一人暮らしの高齢男性
の為にお弁当を作り届けて
います。ご飯は家で炊ける
からということで中身はお
かずだけという合理的なも
のです。料理自慢のお母
ちゃん達の手作り料理は
味もピカイチ、お礼の電
話やお手紙を頂けるのが会
員にとっても喜びになって
います。素材の大半は各家
庭から持ちよっています。
●ひまわり会の前会長を務
め、また現在も中心人物の
一人として活躍する向

むか

井
い

由
ゆ

美
み

子
こ

さんは結婚を機に大淀
町から移住されてきまし
た。当時はまだ村民が多く
村が活気づいていた頃とは
いえ、田舎暮らしは驚きの
連続でした。夫の故・暲

あき

近
ちか

さんは抜群の行動力と困っ
ている人を見ると放ってお
けない性格で皆から慕われ

る村の有力者といえる方で
したが、お酒好きな性格か
ら家族にとってはずいぶん
と苦労を強いられることも
多かったそうです。しかし
さまざまな困難を乗り越
え、夫にお世話になった方
がいまだにお仏壇に手を合
わせに来てくれたりお礼を
言いに来て下さるのに触
れ、「いまの自分が楽しく
生きられるのは主人のおか
げだと本当に感謝していま
す」と向井さんは語ります。
◇みんなが好きな演劇を◇
●かつては村の青年団では
素人演劇が行われ、演劇は
村民の身近な娯楽のひとつ
でした。ひまわり会では年
に一度、村民が演劇などを
披露する「ふれあい会」を
黒滝村公民館で開催してき
ました。向井さんは女座長
としてメンバーに演技を伝
えたり、小道具を自作され
るています。
●会員の高齢化や公民館が
移転予定であることから今
年も開催できるかは未定。
負担のない形で継続する道
も模索されています。

◇　　　　　　　◇

●ひまわり会の現在の代表を

務めるのは赤滝地区在住の
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（79） さ ん。

天川村の洞川出身でご結

婚を機に黒滝村に移住さ

れました。 着付けの資格も

持 ち、 年 に 一 度 の ふ れ あ

い 会 で は 大 正 期 に 生 ま れ

た 日 本 舞 踊 の ひ と つ 「 新
しん

舞
ぶ

踊
よう

」 も披露されました。

2017 年 10 月 24 日
「ふれあい会」後の集いにて

お問い合わせは

黒滝村社会協議福祉会まで

Tel 0747-62-2850

向井さんの家は自然と皆が寄

り 合 う の で い つ も 賑 や か！！
演劇で使う小物類も向井
さんが手作りされます。

80 歳 に し て 機 敏 な 演

技をこなし拍手喝采！

ひまわり会唯一の男性会員で

ある阪
さか

口
ぐち

治
はる

夫
お

さん （87） 得

意の浪曲を披露されました。

「 ふ れ あ い 会 」
ひ ま わ り 会 が 毎 年 主 催 し 会 員 や 有 志 に
よ る 出 し 物、 こ ど も 園 の 子 供 達 の 来 訪、
松 茸 ご 飯 の ふ る ま い 等、 内 容 が 盛 り 沢 山！
毎 年 多 く の 村 民 が 見 学 に 訪 れ ま す。

「ミネソタの玉子売り」 では

観客にゆで玉子をプレゼント

「 子 連 れ 狼 」 で は 社 協 の

職 員 さ ん 方 も 大 活 躍！

皆 で 楽 し く

会議を重ね

て 作 り 上 げ

て い ま す。

松 茸 ご 飯 と 味 噌

汁 の ふ る ま い も！

山 口 さ ん が 実 行 委 員 長

を 務 め た こ も れ び 美 術 展
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● 20 年程前に先代 ・ 長
ちょう

次
じ

さ

んの技術に魅せられてケヤキの

お盆を購入したことがきっかけ

で、 店に通い続けている北
きた

村
むら

正
まさ

法
の り

さん。 長次さん亡き今も

頻繁に店に来られ、 時にはイ

ベントのお手伝いもされていま

す。 阪大卒の元 ・ 薬剤師とし

て波瀾万丈の人生を送られて

きました。 勝
まさる

さんと北村さんは

互いに尊敬してやみません！。

● 山 口 勝 さ ん は 先 代 か ら 引 き 継 い だ 水 組 や

家 具 建 具 技 術 は も ち ろ ん 、 特 に 彫 刻 が 好 き で

代 表 作 の 黒 滝 ビ リ ケ ン 以 外 に も た く さ ん の 彫 刻

作品を生み出し続けています。 夢は親友である

「北
きた

村
むら

正
まさ

法
の り

さんの等身大木像を彫る事」 です！

弁財天

黒
滝
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ケ
ン

大
黒
天

心と気持ちが通い合う
奈良県指定伝統的工芸品


